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１．はじめに 

千葉県を走るいすみ鉄道では，平日は通学客，土休日

は観光客が利用するため，座席が埋まり，立席が生じる

ことがあった。これまで正確な人数までは把握されて

いないが，今後，過去の乗車人数をもとに情報が提供で

きる段階にある。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から安心を

求めて，利用者が比較的多い都市部の鉄道事業者で混

雑状況を提供する取り組みが行われている。一方で，地

方部に位置するいすみ鉄道では利用客同士の距離が縮

まるほか会話も生じると，感染リスクが懸念される。 

利用状況を表示するにあたって閲覧者に伝わるよう

差異をつけて情報を公表する必要があると考えられる。   

そこで本研究では，いすみ鉄道における指標において

どの情報を有用とするかを明らかにする。 

２．既存研究と本研究の位置付け 

水野ら１）は高知県土佐電気軌道において混空情報と

して既存の乗車人数データから５段階の指標を考案し，

列車単位で混雑状況を掲示した。情報提供により乗車

変更を検討する利用客があり，情報の需要が見られた。 

土佐電気軌道は10分間隔で運行されているのに対し，

いすみ鉄道では運行本数が限られる。そのため，水野ら

の事例のように乗車直前の乗車変更は難しいが，一方

で，旅行前の乗車変更は可能であり，地方部の鉄道でも

混雑情報を提供する意義があると考える。 

本研究では，新型コロナウイルス感染リスクも踏ま

えた利用者の車内の混雑認識を明らかにし，情報の有

用性を検討することを目的とする。 

３．いすみ鉄道利用実態調査 

いすみ鉄道の車内の状況，利用状況を把握するため

に現地視察，人流分析を行う。 

図－１ いすみ鉄道路線図 

３．１ 現地視察 

2020 年 09 月 16 日（水）以下の列車に乗車し，車内

状況を視察し，車内の状況を区分する（表－１）。 

表－１ 観測した列車のランク分け 

 左：閑散時     右：ラッシュ時 

閑散時の列車は数人の乗客が利用し快適に車内で過

ごせる。（表－１左）。一方で，ラッシュ時間帯の列車で

は着席が難しくなる他、会話が飛び交い，列車内の快適

さが損なわれていた（表－１右）。 

３．２ 主要駅の時間帯別人流分析  

 

 

 

左：上総中野駅    右：大原駅  

図－２ 利用者数変移（土曜） 

内陸に位置する上総中野駅では 13 時台をピークにし

ているが，その後は減少傾向にある。東側に位置する大

原駅では 15 時台をピークにその後は減少傾向にある。

15 時台で観光行動を終えようと利用客が集中している。 

４．研究方法 

本研究では，前述を踏まえて設定した指標を回答者

に提示し，アンケートを実施する。アンケート結果をも

とに，属性ごとの特徴を明らかにする。 

４．１ 提案する混雑指標について

 

図－３ 提案するいすみ鉄道の指標 

駅 出発時刻 ランク
大原 14:59 A
西大原 15:03 A
上総東 15:10 A
新田野 15:14 A
国吉 15:17 A
上総中川 15:23 A
城見ヶ丘 15:28 A
大多喜 15:32 A
小谷松 15:35 A
東総元 15:38 A
久我原 15:40 A
総元 15:43 A
西畑 15:48 A
上総中野 15:52 A

駅 出発時刻 ランク
上総中野 18:23 A
西畑 18:26 A
総元 18:31 A
久我原 18:34 A
東総元 18:36 A
小谷松 18:39 A
大多喜 18:50 C
城見ヶ丘 18:52 C
上総中川 18:56 C
国吉 19:02 B
新田野 19:04 B
上総東 19:09 B
西大原 19:14 B
大原 19:19 B
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実態調査を踏まえて設定した指標が図－３となる。

感染症対策，着席可否など多くの視点で説明した。 

４．２ アンケート調査に関して 

本研究では，インターネットを用いて閲覧すること

を想定し，いすみ鉄道公式 SNS を用いてアンケートを

掲載し，閲覧者にアンケートを行った。 

表－２ アンケート調査実施概要 

アンケートは２部構成とし，１部では，図－４を提示

したうえで 2020 年の新型コロナウイルス流行による混

雑認識の影響について，２部では図－３を提示したう

えで利用する立場で重視する項目の回答を，それぞれ

依頼した。 

図－４ アンケートに用いる指標と区分分け 

４．３ アンケート調査結果 

図－５ コロナ禍による快適さの水準の違い 

図－５から，コロナ禍では，回答の約半数が区分Ａか

ら区分Ｄまでを快適とし，状況③での快適さを求めて

いる。周囲の人と距離をとることを遵守して１席分の

距離を保ちたいと重視していることがわかった。 

コロナ収束時ではコロナ禍に比べて区分Ｅ，Ｆまで

を快適としている。④，⑤の状況で人と距離を詰めても

快適さがあると認識していることがわかった。 

 

  図－６ 重視する項目の違い 

図－６から，観光目的で利用する都市部在住者およ

び日常の移動目的で利用する沿線地域住民の両者とも

に感染症対策と着席できるかを重視している。重視す

る項目と考察を以下で示す（表－３参照） 

表－３ 情報の項目と考察 

加えて，都市部在住者で着目しているのが着席およ

び立席時の客同士の間隔である。地方鉄道の沿線地域

在住者は都市部在住者と比べて独自で着目する項目が

つり革・手すりを掴めるかであった。対象者を比べて重

視する項目と考察を以下で示す（表－４参照）。 

表－４ 情報の項目の着眼点と考察 

５．おわりに 

本研究ではいすみ鉄道の利用状況，コロナ禍による

混雑認識の影響，混雑情報のどの観点を有用としてい

るかを明らかにした。結果，感染症対策と着席できるか

を重点に着目していることから，この２点の観点から

指標を構築することが望ましいといえる。。 

今後の課題として，区分した車内の状況を乗車人数

に反映させるかが挙げられる。 

謝辞：本研究において，打ち合わせ，アンケート調査の

場を提供して頂いたいすみ鉄道株式会社社員一同様，

調査にご協力頂きました皆様に厚く御礼申し上げます。 
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項目 内容

目的 鉄道車内の混雑に対して具体的に気になる基準、観点を明
らかにする

調査日時 令和３年01月06日～20日

調査対象 いすみ鉄道株式会社公式SNS閲覧者

調査方法 アンケート調査
（URLからGoogleフォームで回答）

対象地域 全国

サンプル数 250

質問事項 １、属性に関する質問
２、新型コロナ流行前後にける混雑認識
３、混雑に関して気になる観点、抵抗を感じる混雑状況

対象者 重視する項目 考察

全地域

感染症対策

（会話、くしゃみ、せき）

新型コロナウイルスに関わらず、予てからく
しゃみ、せきをする人からは避けたいと重視
している。

着席できるか 概ね30分以上車内に留まるため，車内では
座って過ごしたいと重視している。

対象者 独自の着眼点 考察

都市部在住
（来訪目的）

着席・立席客同士間隔
日常で経験する都市部のラッシュ時の隣の
利用客と触れ合うほどの窮屈さを避けたい

地方鉄道
沿線在住
（日常移動
目的）

手すり・つり革の掴みやすさ
地方鉄道の車内では大きく揺れること。手す
り・つり革が掴めるかにより揺れに対処でき
る。


